
剪定の目的

人間社会と樹木が共存していけるようにするため。
枝の越境や伸びた枝が生活の障害になつたときに剪定が必要である。

植物そのものが環境改善効果や人間への心理効果などのメリット

があるといわれていますが舌しれた樹形の樹木は不1央感である。
心地の良い空間を維持していくために必要です。

害虫を防除するために必要である。
繁りすま 見通しの悪くなつた樹木は蜂が巣をつくつたり毛虫な白沌港やすくなります。



剪定の種類
茂りすぎると通風や採光が悪くなり、樹形が乱れたり、樹勢が弱つたり

する上に、病害虫の発生源になります。限られたスペースの中では整

拓発至彊庭各愁罷葛≦窪ょ鷲笞、霧塞量Я彰岳蕎乙恩ぢ峯手伊基進落蓬

類について説明いたします。

・切り戻し剪定 :枝を半分から3分の1ほどのところで切り、ひとまわり小さくする剪定

。整姿剪定 :不ぞろいな枝を切つて形を整える剪定

・整枝剪定 :よい枝ぶりlこするために樹木の骨格を作る剪定

・切り詰め剪定 :花つきをよくするために育ち過ぎた樹形を縮める剪定

・枝抜き剪定 :樹形を整えるためノ]ギリを使つて枝を切る剪定

・芽摘み :不要な芽を摘み取る剪定

・花柄摘み :咲き終わつた花を摘み取る剪定

・刈り込み :生垣などのように全体を均―に刈り込んで整える剪定

・夏剪定

その名のとおり、夏におこなう剪定のことです。夏は枝葉が←んぐん伸びる季節であるため、伸びす説 枝葉を切り落とすことで風通しをよくすることができます。風通しがよくなるだけ

でなく、日当たりもよくなるため、オ直物が光合成しやすい環境を整えることができるのです。また、病害虫予防や、台風で枝が!斤れることを防ぐ効果もあります。

常緑広票樹 (シラカン・タブノキ・ヤマモモ・クスノキ。モチノキ。ウバメガンなD
常緑針葉樹 (クロマツ・アカマツ・マキ・ヒマラヤスギ・ヒノキなD
4月 に古葉が抜け新緑に入れ誉わりから7月 にかけ新緑が伸び芽が固まったとききが基本剪定となる切傷占め剪定の適期です。7月 ～10月 くらtWこかけ行います。

枝透かしや強剪定を行いたい場合は新芽が活発に伸びる5月～6月 がよいでしよう。常緑広葉樹は1寺に寒さに弱いため冬の剪定はよろしくありません。

石川県では主に雪吊の対象となる樹木がこの常緑広葉樹と常緑針稟樹です。7月 ～10月 くらしH[かけ剪定をして11月 から12月 に雪吊をします。

・冬剪定

その名のとおり、冬におこなう剪定のことです。冬に体眠時期に入る植物なら、夏よりも大掛かりな剪定をおこなつてもかまいません。休眠時期は、枝粟をたくさん切り落としても樹

木に与えるダメージを最小限におさえられるため、植物に負担がかかりにくいとされているからです。冬の時期に植物の育成にとつて邪魔な枝票は大幅に減らしておくことによつて、

汚動を再開し女台める春への準備をするという目的があります。

藩葉広票樹 (モミジ・ヤマボウン・ケヤキ・八ナミズキ。モクレンなど)

藩桑針葉樹 (メタセコイヤ・ラクウシヨウ。イチヨウなど)

11月 に古葉が抜け翌年の新緑の4月 までの間樹木に葉をつけなし‖犬態のときに行う剪定です。このタイミングで強剪定でも枝抜き剪定でも基本剪定でも行えます。

刈込剪定 生垣 (例 レツドロビン・ツゲ・マキ・ササノ`カ°シル′ギーフ駒JペットなD 低木寄せ植え (ツツジ類・ヒサカキ・ユキヤナギなD
刈込は5月から10月 までの間なら何度行つても構いません。刈り込め(癖」りこむほと招になります。特に生垣は生長の早いものを選択するためl可度もかるのが望ましいです。低

木の寄せ植え刈込は花の時期を考慮しなけれ(説央らない場合があり例えばツツジ類だと花の咲く直前と8月咲降の刈込はしません。 (翌年の花芽をつけるため)ツツジ類だと

花の終わった直後のみの刈込が望ましいでしよう。

自然樹形が一番よい状態の樹木 (例 ツヨゴ・モミジ・サクラ・ケヤ辛。カツラ・八ナミズキなど)

てしまう樹木があります。例にあ
'ザ

た樹木は無剪定が望ましいですが大きくなりすぎて逆境した枝や枯枝などが発生した場合は影響の出た箇
・剪定を行う必要性の低い樹木。

むやみ(こ剪定を行うと樹形がくずれ

所の剪定を行つてα捲い。特にケヤキ・モミジなとlよ 1度八サミを強く入れすぎてしまうと枝からからみ枝が翌年以降多数発生し毎年剪定を行わないと樹形を保てなくなります。



不要枝の種類
本年生枝、前年生枝の中で他の枝より異常に長く伸びる枝

根元付近にある枝

樹木の衰弱力W京因で幹から発生した枝

枯死した枝

ほかの枝に絡みついているような形になつた枝

枝の下や内根uに向かつてのびている枝

副主枝よりも内側(こある枝

同じ方向に延びる上下に平行した枝

幹に平行して立ち上がつている枝

徒長枝
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徒長枝、ふところ枝、立枝、さかさ枝、胴ぶき枝などはEれらの本支を利用し

て仕立てなおすこともある。特にふところ枝は必要枝となる可能性力塙 く重

要である。

13 弦姿剪定

勇
~定

にはF茉 々な目的めヽある。このうち 景の形成を目的とする剪定を一般

に整婆剪定と称している。茎姿剪定とは.一つ一つの枝を選んで切り取り、

その樹機の持つ固名の美しい本姿に整えることを言う.

乾会剪定の手法には「切返剪定」「切請労どJ、
「技抜剪定」の 3つがある〉

(1)切 返剪定

りJ返 剪たとは、枝抜きをイ〒う際に、樹冠を一回り小さくするために、長い

伎先を短い技先 |二切り返すことを言い美モンい絣形を一定の粧冠で維持する

ための基本技法である。
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図 2 樹形を乱す要因となる枝の名称

(2)切 請剪定

・コJ詰 剪定とは、研冠を揃えることを日的に 枝の途中で切断することを言

う.定芽がある場合は、その高 Lで し]J断する。定井がない場合は、そこから

前芽する新たな枝によって、樹冠づくりを行う。
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0枝技剪定

校宏首定とは、それを1ヽの樹種本来の美しさを出,ため、樹形を乱す下雰

技を取り除き、伎葉のハランスや密度を整えることを言う。

なお、技振りJ定の 一つで、密度の高サヽ'えみ技や建築限界にかヽかう枝などを、

幹の付,柱tの ブランチカラーを残して嬬などを用いて、

"り
落とすことを

・横おろし!と 言う,
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剪定のパランスの事例

【バランスの悪い例】

【バランスの良い例】

パ夢ンスが悪く芽を落としすぎの剪定の例です。

翌年に方向の定まらない多くの枝を出し樹形

を乱す原因となる剪定です。

バランスが良く芽をパランスよく均―に配分し

て残しているため翌年の新雰は均―に発芽し

樹形の乱れが少ない剪定です。

枝葉のバランス

ユリノキ



樹形を乱す強剪定

強剪定 事例

強剪定は、不定芽や休眠芽から方向の定まらない多くの

懐が乱立し樹形を乱す。

常緑針菓樹剪定事例 クロマツ

前ページでバランスの悪いl,Jで 出したものです。

強剪定をむやみに行うと右の写真のようになり

ます。また樹木を哀目]させる原因にもなります。

強剪定はなるべく避けるようにしましよう。

右の写真のように徒長した枝を

切り詰めていきます。

切銹吉めた後右の写真のように。

古葉をむしります。もみあ賦ともい

います。

剪定前 剪定後 作業状況



常緑広菓樹剪定事例

剪定前

落菓広菓樹剪定事例 ケヤキ

シラカシ

剪定後

右の写真のように芽を割つていき

ます。

赤線の箇所なよ 切り詰めて長

い徒長枝を落とします。

作業状況

作業状況



生垣・低木刈込剪定 事例

左写真のように繁つてきた生垣IE刈込をし

て景観を維持していきます。放置していると

道路や隣地に越境してしまいます。繁茂し

たまま放置していると蜂な肋ド巣をつくりやす

くなります。右の写真のような道具を使用し

て刈込ます。刈込の頻度は通常は年3回

程度ですが生垣などこ使われる樹木は生

長が早いものが多いため4月 ～9月くらいま

での期間は何度刈りこんでもよいです。ツツ

ジ類のなどは翌年の花芽を7月 から8月 頃ま

でにつけるためその時期以降から翌年の花

の日寺期まではメu込を避けましよう。もしメuり

こんでしまうと花芽を落とすことになるため翌

年は花が咲かなくなります。

右の一番下の写真はトピアリーと言つて刈

込でつくるアートです。このようなことも刈込

でつくることもできます。

自然樹形 (無剪定)事例

モミジの写真です。この某施設の樹木の維持管理を20年以

上継続で行つていますがこのモミジを剪定したことは一度もあ

りません。10年の間で枯枝撤去を数回だけ行つた程度です。

樹形を乱すような枝力環 い場合は剪定を行わないという選

択も大切です。むやみに強剪定を行うと樹形が余計乱れる

ことがあります。



安全注意事項

Oo Not Cet On The Top

剪定するときに用いるのが月去,立ですが使用を誤ると大変

危険です。危険なポイントとして

1不安定な場所に設置しない。

2不安定な体勢で作業しない。

3天端の上に乗らない。

自宅の庭木を剪定する際は手の届く中木程度のものにして

おき後はなるべく業者さんにお願いすることを薦めます。
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△ 危険
天板に乗るな

O昨年、県内だけで皇ン人が亡くなつている。
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の内部の雨水排 ホ路のごみ取り作業転 脚立が鶴

鶏 観躙縣鶏醒躍
し芦しもの。

高さ4・5mの天丼のIttlリユ器具取替工事において、高さ
2.6mの脚立を用いて作業を行つていたところ.足を

踏み外し墜落したもの。ヘルメッHま着用していたが、

盤務I時は足元に転がつていたもの。

,
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金沢

4.えつ?「脚立」って危ないの?

身近なモノでも、想像以 上に危険なものがある。
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